
でっかいサケ 放すもんでっかいサケ 放すもんかか
「織笠川鮭まつり」が１１月２５日、織笠川特設会場で　「織笠川鮭まつり」が１１月２５日、織笠川特設会場で開開
かれ、総勢２,２００人の観光客らでにぎわいました。かれ、総勢２,２００人の観光客らでにぎわいました。名名
物のサケつかみ捕りでは、逃げ回るサケをゴム長靴物のサケつかみ捕りでは、逃げ回るサケをゴム長靴とと
軍手姿で追い掛ける子供たち。全身ずぶぬれになり軍手姿で追い掛ける子供たち。全身ずぶぬれになりなな
がらも大物のサケを捕まえては歓声を上げていましたがらも大物のサケを捕まえては歓声を上げていました。。
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効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
て

効効
率率
的的
なな
行行
財財
政政
運運
営営
をを
目目
指指
しし
てて

【２】

度
で
実
施
さ
れ
た
の
は
　
項
目
で
、

３７

全
体
の
　
・
７
％
に
当
た
り
ま
す
。

５８

こ
の
こ
と
に
よ
る
経
費
の
削
減
効
果

額
は
、
概
算
で
２
億
２
３
４
９
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
実
施
項
目
と
し
て
は
▼
豊
間

根
保
育
園
運
営
事
業
の
民
営
化
▼
図

書
館
車
運
行
事
業
の
廃
止
▼
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
▼
住
民
協
働
推
進

室
の
設
置
▼
職
員
定
員
の
削
減
―
―

な
ど
が
あ
り
ま
す
（
下
表
）。

　
今
後
も
よ
り
一
層
効
率
的
で
機
能

的
な
行
財
政
の
運
営
を
目
指
し
、
行

政
改
革
大
綱
・
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
た
事
業
や
組
織
の
見
直
し
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課
住
民

協
働
推
進
室
（
察
　－

３
１
１
１

８２

内
線
４
４
０
）
へ
ど
う
ぞ
。

主な実施事項区　　分

施設・事業の廃止（大畑コミュニティセン
ター、図書館車運行事業など）、豊間根保育
園運営事業の民営化、林産物展示販売施設
（道の駅やまだ）への指定管理者制度導入、
簡易水道等施設維持管理の民間委託など

事務事業運営の
合理化と効率化

住民協働推進室の設置、水道事業所の本庁舎
移転、各種審議会や委員会の統合整理など

総合性、機動性
を備えた簡素で
機能的な組織

職員定員の縮減、特別職・一般職の給与縮 
減、寒冷地手当の廃止、管理職手当の減額、
旅費日当額の引き下げ、時差勤務の実施、人
事行政運営状況の公表など

職員定員および
給与などの抑制

人材育成基本方針の策定、職員勤務評価の試
行、職員対象の応急手当講習会など

職員人材の育成

各種審議会などの公募委員の拡大、町行政出
前講座の実施など

住民協働による
行政運営

補助金の見直し（納税貯蓄組合、山田町社会
福祉協議会など）、議員報酬の減額、臨時職員
の縮減、事務改善運動の実施、町税収納率の
向上、各種収入未済額の縮減、遊休資産の有
効処分、使用料・手数料の引き上げなど

自立性の高い財
政運営

　
町
で
は
▼
住
民
の
選
択

と
負
担
に
基
づ
き
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
分

権
型
社
会
▼
住
民
の
自

助
・
共
助
が
発
揮
さ
れ
る

住
民
協
働
に
よ
る
補
完
型

社
会
▼
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
力
を
結
集
し
共
に
歩
む

自
律
的
な
行
政
組
織
―
―

の
３
つ
を
改
革
の
視
点
と

し
、　

項
目
の
改
革
事
項

６３

を
盛
り
込
ん
だ
行
政
改
革

大
綱
・
集
中
改
革
プ
ラ
ン

で
事
業
の
見
直
し
や
新
し

い
組
織
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
ま
で
に
実

２１

施
さ
れ
る
　
の
改
革
項
目

６３

の
う
ち
、　

年
度
と
　
年

１７

１８

【行政改革大綱】

　町が組織や運営の合理化に努めるため実施する、

行政改革の取り組みについて示したもの。町の進む

べき方向を示した山田町総合発展計画を着実に推進

するため、仕事の進め方や考え方を見直して行政の

あり方や方向性を示す役割を担っています。

【集中改革プラン】

　行政改革大綱を具体的に実施するための実施計画

書。総務省の「地方公共団体における行政改革推進

のための新たな指針」に基づき定められたものです。

◆行政改革の実施状況（平成１７年度、１８年度）

２
年
間
で
　
項
目
を
実
施

３７

行政改革

　
町
民
委
員
で
構
成
す
る
行
政
改
革
懇
話
会
の
提
言
を
受
け
、

町
で
は
平
成
　
年
か
ら
　
年
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す

１７

２１

る
「
山
田
町
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
事
業
や
組
織
の
あ

り
方
な
ど
を
見
直
し
て
き
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
行
政
改
革
大

綱
お
よ
び
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

職員の執務状況

用語解説



【３】

建
物
、
現
金
な
ど
）
で
、
右
側
は
資

産
形
成
に
要
し
た
負
債
（
借
入
金
な

ど
）
と
正
味
資
産
（
資
本
金
な
ど
）

で
す
。
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
る
こ

と
で
、
町
に
ど
の
く
ら
い
財
産
が
あ

り
、
ど
の
く
ら
い
借
金
を
抱
え
て
い

る
の
か
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
町
が
一
年
間
に
町
民
の
皆
さ
ん

の
資
産
を
ど
れ
だ
け
つ
く
る
こ
と
が

で
き
た
の
か
、
把
握
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は

上
図
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、
資

産
総
額
は
３
６
５
億
１
０
１
７
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り
１
７
９
万
９
７

７
２
円
）、
負
債
総
額
は
１
２
２
億

８
８
５
５
万
円
（
同
　
万
５
７
６
５

６０

円
）、
正
味
資
産
総
額
は
２
４
２
億

２
１
６
２
万
円
（
同
１
１
９
万
４
０

０
６
円
）
に
な
り
ま
す
。

　
町
の
会
計
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か

に
６
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会

計
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
総
計

し
た
「
連
結
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
も

作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と

町
の
資
産
総
額
は
４
８
４
億
８
８
９

０
万
円
、
負
債
総
額
は
１
８
２
億
８

５
０
４
万
円
、
正
味
資
産
総
額
は
３

０
２
億
３
８
６
万
円
と
な
り
ま
す
。

財
産
の
中
身
や
財
政
状
況
を
示

し
た
表
で
、
貸
借
対
照
表
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
左
側
は

町
が
所
有
す
る
資
産
（
土
地
、

資
産
は
　
万
円
、
負
債
は
　
万
円

１８０

６１

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
平
成
　
年
度
）

１８

町
民
１
人

当
た
り

財政公表
試問い合わせ　役場企画財政

　課財政担当（内線431）へ。

　
町
で
は
、
平
成
　
年
度

１８

の
決
算
に
基
づ
い
て
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま

し
た
。

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は

　町では、中長期的視野に立った財政

運営を進めるための「財政計画２００７」

（一般会計）を策定しました。

　これは昨年度策定した「財政計画

２００６」を平成１８年度決算統計の実績や

平成１９年度普通交付税の決定額を基に

見直したもので、昨年度スタートした

第８次山田町総合発展計画（平成１８年

度から２２年度までの５カ年間）を実現

するための財政運営の指針となるもの

です。町は、これまで財政再建団体

（民間でいう破産）への転落を回避する

ため、行政改革に沿って人件費の削減

や公共事業の見直しを進め、歳出規模

を縮減してきました。

　今後も身の丈にあった健全な財政運

営に努めていきますので、皆さんのご

理解とご協力をお願いします。

財政計画
２００７

歳　

入

歳　

出

◆財政計画（平成１８年度～２３年度）　　　　　〔単位：百万円〕

◆一般会計のバランスシート（平成１９年３月３１日）

資　　産
３６５億１,０１７万円

（前年度より４億７,９２１万円減）

　町にどのような資産があるかを表
示。町はこれらの資産（土地、建物・
現金など）を有効に活用することで、
町民の皆さんにさまざまなサービス
を提供することができます。
１．有形固定資産 ３３４億１,３６０万円

（うち土地　５３億７,４００万円）
２．投資等 １３億７,２２７万円
３．流動資産 １７億２,４３０万円

負　　債
１２２億８,８５５万円

（前年度より３億４,６１５万円減）

　町にどれくらいの負債があるかを
表示。毎年度の経費に加えて、これ
らの負債返済のため、町民の皆さん
に負担を求めることになります。
１．固定負債 １１３億９,６０１万円
２．流動負債 ８億９,２５４万円

正味資産
２４２億２,１６２万円

（前年度より１億３,３０６万円減）

　資産の形成に充てた国・県支出金、
町税などを表示しています。
１．国県支出金 ９４億６,５６１万円
２．一般財源等 １４７億５,６０１万円



【４】

秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋のののののののののの褒褒褒褒褒褒褒褒褒褒秋の褒章章章章章章章章章章章
　平成１９年秋の褒章で、

稲川善昭さんが藍綬褒

章、芳賀榮三さんが黄

綬褒章を受章しました。

お二人の長年にわたる

功績に、光が当てられ

ました。

県
内
の
美
容
技
術
向
上
に
尽
力

　
川
向
町
の
稲
川
善
昭
さ
ん（
　
）が
、

６４

公
共
の
利
益
に
寄
与
し
た
方
に
贈
ら

れ
る
藍
綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
稲
川
さ
ん
は
受
章
の
喜
び
を
「
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
業
界
の
皆

さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
美
容
室
を
経
営
す
る
稲
川
さ
ん
は
、

県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
役
員

や
副
理
事
長
を
　
年
以
上
に
わ
た
っ

２０

て
務
め
、
平
成
　
年
に
理
事
長
に
就

１１

任
。　

年
、
上
部
団
体
で
あ
る
全
日

１４

本
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合

美
容
技
術
選
手
権
大
会
で
は
稲
川
さ

ん
が
実
行
委
員
長
を
務
め
、
本
県
か

ら
優
勝
１
人
、
入
賞
者
　
人
が
選
出

１０

さ
れ
る
な
ど
、
県
内
の
美
容
技
術
の

向
上
に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
人

に
配
慮
し
た
美
容
師
を
養
成
す
る

「
ハ
ー
ト
フ
ル
美
容
師
」
制
度
の
立
ち

上
げ
に
携
わ
っ
た
ほ
か
、
出
張
美
容

訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
県
内
で
先
駆
け
て

本
町
で
実
施
す
る
な
ど
、
福
祉
の
分

野
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　「
今
後
は
、
岩
手
の
美
容
技
術
レ

ベ
ル
の
底
上
げ
を
図
り
、
多
様
化
す

る
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

組
合
づ
く
り
に
力
を
注
ぎ
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

会
の
常
務
理
事
に
就

任
し
ま
し
た
。

　
昨
年
　
月
に
滝
沢

１０

村
で
行
わ
れ
た
全
国

藍綬褒章

生活衛生功績

稲　川　 善 　
よし

 昭 さん
あき

(川向町・６４歳）

黄綬褒章 高
品
質
の
シ
イ
タ
ケ
作
り
　
年
２５

れ
る
黄
綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　「
褒
章
を
い
た
だ
け
る
な
ん
て
、

考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
が
農
林
業
活
性
化
の
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」
と
喜
び
を
語
り
ま
す
。

　
　
年
前
に
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
始
め

２５
た
芳
賀
さ
ん
は
、
現
在
有
効
ほ
だ
木

　
万
本
を
有
し
、
年
間
生
産
量
は
約

１０３
㌧
。
不
作
に
も
め
げ
ず
に
毎
年
３

万
本
を
植
菌
し
、
懸
命
に
ほ
だ
木
の

本
数
を
拡
大
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
芳
賀
さ
ん
は
品
質
向
上
の

た
め
、
同
年
代
の
生
産
者
た
ち
と
県

　
豊
間
根
の
芳
賀
榮

三
さ
ん
（
　
）が
、
長

６２

年
一
つ
の
仕
事
に
打

ち
込
ん
だ
方
に
贈
ら

内
外
へ
の
視
察
や
研
修
会
に
参
加
し
、

研
究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。「
一
人

だ
け
努
力
し
て
も
な
か
な
か
評
価
さ

れ
に
く
い
も
の
で
す
。
み
ん
な
で
良

い
物
を
生
産
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

山
田
産
シ
イ
タ
ケ
の
評
価
が
上
っ
て

き
た
と
思
い
ま
す
」
と
こ
れ
ま
で
の

努
力
を
振
り
返
り
ま
す
。
研
究
の
成

果
も
あ
り
、
芳
賀
さ
ん
が
作
る
乾
シ

イ
タ
ケ
は
全
国
規
模
の
品
評
会
で
８

回
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
、
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　「
わ
た
し
た
ち
の
代
で
終
わ
ら
せ

る
こ
と
な
く
、
い
ず
れ
は
息
子
に
継

が
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
ま
で
は
生
涯
現
役
で
頑
張
り
た

い
」
と
意
欲
満
々
の
様
子
で
し
た
。

業 務 精 励

芳　賀　 榮 　
えい

 三 さん
ぞう

(豊間根・６２歳）



【５】

模
範
地
区
で
環
境
大
臣
表
彰
受
け
る

方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
沼
崎
さ
ん
は
町
公
衆
衛
生
組
合
連

合
会
副
会
長
を
は
じ
め
、
織
笠
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
事
務
局

長
な
ど
を
歴
任
。　

年
に
わ
た
り
環

１６

境
衛
生
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
後
藤
さ
ん
は
町
公
衆
衛
生
組

合
連
合
会
理
事
や
山
田
中
地
区
衛
生

実
践
会
役
員
を
務
め
、　

年
に
わ
た

２７

り
清
掃
活
動
や
環
境
美
化
活
動
に
力

を
注
い
で
き
ま
し
た
。

で
団
結
し
た
衛
生
活
動
に
取
り
組
む

た
め
「
山
田
町
川
向
地
区
衛
生
実
践

会
」
と
し
て
昭
和
　
年
に
発
足
。
地

３４

区
民
が
一
丸
と
な
っ
て
害
虫
の
駆
除

や
公
衆
衛
生
道
徳
意
識
の
高
揚
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
昭
和
　
年
に
境
田

６２

地
区
と
統
合
し
「
南
山
田
環
境
衛
生

実
践
会
」
と
な
っ
て
か
ら
も
、
漁
港

や
地
域
内
の
清
掃
に
積
極
的
に
取
り

組
む
な
ど
、　

年
に
わ
た
る
環
境
衛

４９

生
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

南
山
田
環
境
衛
生
実
践
会

１１月１６日、実践会役員の織笠哿安さん（写真中央）と山田
町公衆衛生組合連合会の豊間根彪会長（写真右）が受賞報
告のため沼崎喜一町長を表敬訪問しました

 樹理さ 
んが敢闘賞受賞

　
第
　
回
全
国
理

５９

容
競
技
大
会
で
、

中
央
町
の
 
樹
理

さ
ん
（
　
）
が
全

２７

国
８
位
と
な
る
敢

闘
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
大
会
は
　
月
　

１０

２２

日
に
滝
沢
村
の
岩

手
産
業
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、

 
さ
ん
が
出
場
し

た
第
２
部
レ
デ
ィ

ス
カ
ッ
ト
ヘ
ア
に

は
全
国
か
ら
選
ば

れ
た
　
人
が
参
加
。

７０

同
部
門
で
は
、
　４０

分
の
制
限
時
間
内

に
カ
ッ
ト
か
ら
髪

型
の
セ
ッ
ト
ま
で

を
行
う
技
術
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

ぶ
り
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
に
向
け
、 

さ
ん
ら
岩
手
県

出
場
者
は
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
コ
ー

チ
か
ら
指
導
を
受
け
た
り
、
仕
事
が

終
わ
っ
て
か
ら
も
夜
遅
く
ま
で
練
習

し
た
り
す
る
な
ど
、
技
術
向
上
に
努

力
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　「
こ
の
賞
を
い
た
だ
け
た
の
も
、

モ
デ
ル
に
な
っ
て
く
れ
た
友
人
や
練

習
に
協
力
し
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
、

家
族
の
支
え
の
お
か
げ
で
す
。
と
て

も
自
分
一
人
で
は
こ
こ
ま
で
来
れ
ま

せ
ん
で
し
た
」
と
温
か
く
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
た
周
囲
の
人
た
ち
へ
感
謝

の
思
い
を
語
り
ま
す
。

　
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
は
「
こ
れ

か
ら
大
会
に
出
よ
う
と
思
っ
て
い
る

後
輩
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
自
分

の
腕
を
も
っ
と
磨
い
て
い
き
た
い
で

す
ね
」
と
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　「
大
会
に
は
６
回

目
の
参
加
で
、
今
回

で
最
後
に
し
よ
う
と

思
っ
て
い
た
の
で
、

本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
で
す
」
と
受
賞
の

喜
び
を
話
す
 
さ
ん
。

　
本
県
の
入
賞
者
は

 
さ
ん
と
松
本
剛
さ

ん
（
奥
州
市
）
の
２

人
で
、
県
勢
の
受
賞

は
昭
和
　
年
の
第
８

３０

回
大
会
以
来
、
　

年
５１

第５９回全国理容競技大会

同大会の様子。真剣な表情で髪型

をセットする  樹  理 さん（写真右）
じゅ り

　
境
田
町
と
川
向
町
の
住

民
で
組
織
す
る
南
山
田
環

境
衛
生
実
践
会
（
豊
間
根

三
良
会
長
）
が
、
生
活
環

境
改
善
模
範
地
区
と
し
て

環
境
大
臣
の
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
同
表
彰
は
、
循

環
型
社
会
推
進
の
た
め
功

績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
同
実
践
会
は
、
地
区
内

　
豊
間
根
会
長
は
「
長
い

間
地
域
の
先
輩
方
が
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
わ
た

し
た
ち
も
そ
の
心
を
受
け

継
ぎ
、
清
掃
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
織
笠
の
沼
崎
 
さ
ん
と

長
崎
の
後
藤
嘉
男
さ
ん
が

県
公
衆
衛
生
組
合
連
合
会

長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
同
表
彰
は
、
長
年
地
域

の
衛
生
活
動
に
努
力
し
た

沼
崎
さ
 ん

と
後
藤
さ
 ん

県
衛
連
会
長
表
彰

沼 崎　  　  さん
とおる

（織笠・７６歳）

　　 　   　　後 藤 嘉 
よし

 男  さん
お

（長崎・７０歳）



　
第
　
回
ス
ポ
ニ
チ
奥
州
前
沢
マ

２５

ラ
ソ
ン
の
ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
・
リ
ト

ル
の
部
で
、
昆
充
君
（
織
笠
小
６

年
）
が
優
勝
、
阿
部
俊
介
君
（
同

６
年
）
が
２
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
　
月
４
日
に
奥
州
市
前

１１

沢
区
で
行
わ
れ
、
同
リ
ト
ル
の
部

（
４
・
　
㌔
）
に
は
県
内
外
か
ら
１

２１

８
７
人
が
参
加
。
昆
君
は
ス
タ
ー

ト
直
後
か
ら
首
位
を
独
走
し
、　１５

分
　
秒
の
素
晴
ら
し
い
タ
イ
ム
で

３９
テ
ー
プ
を
切
り
ま
し
た
。
ま
た
、

阿
部
君
も
昆
君
を
追
う
形
で
２
位

スススススススススス
ポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーー
ツツツツツツツツツツ
情情情情情情情情情情

ス
ポ
ー
ツ
情
報報報報報報報報報報報

織
笠
小
児
童
が
上
位
を
独
占

奥
州
前
沢
マ
ラ
ソ
ン
・
リ
ト
ル
の
部

阿 部 俊 
しゅん

 介  君
すけ

（織笠小６年）

昆　 　  充  君
みつる

（織笠小６年）

を
キ
ー
プ
し
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
。

織
笠
小
児
童
が
上
位
を
独
占
す
る
力

走
を
見
せ
ま
し
た
。

　
昆
君
は
「
去
年
は
５
位
だ
っ
た
の

で
、
今
年
は
優
勝
目
指
し
て
放
課
後

に
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
中
学
校
で

は
野
球
部
に
入
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
駅
伝
に
も
出
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
」、
阿
部
君
は
「
２
位
に
入

賞
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
中

学
生
に
な
っ
た
ら
駅
伝
に
出
て
み
た

い
」
と
今
後
の
活
躍
に
意
欲
を
の
ぞ

か
せ
て
い
ま
し
た
。

高
は
決
勝
で
大
船
渡
高
と
対
戦
し
、

３
対
２
で
５
年
ぶ
り
　
度
目
の
優
勝

１３

を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、
団
体
形
で

は
男
子
、
女
子
と
も
に
２
位
に
入
賞
。

そ
の
結
果
、
山
田
高
は
男
女
と
も
来

年
１
月
　
日
か
ら
秋
田
県
能
代
市
で

２５

開
催
さ
れ
る
、
東
北
大
会
へ
の
出
場

権
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
女
子
主
将
の
山
﨑
琴
絵
さ
ん
は

「
優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。
東

北
大
会
で
は
悔
い
の
な
い
よ
う
に
精

一
杯
頑
張
り
た
い
」
、
男
子
主
将
の

佐
々
木
勇
太
君
は
「
周
り
の
雰
囲
気

に
の
ま
れ
ず
、
山
高
ら
し
い
空
手
を

し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

◆
出
場
選
手
　
女
子
…
山
﨑
琴
絵

（
２
年
）
、小
林
智
子（
同
）今
野
千

尋（
１
年
）
、
佐
藤
詩
織（
同
）、
戸
田

麻
希
子（
同
）
、昆
舞
美（
同
）
　
男

子
…
佐
々
木
勇
太（
２
年
）、佐
々

木
俊
作（
同
）、
佐
々
木
伸
年（
同
）
、

横
田
浩
孝（
１
年
）　
　《
敬
称
略
》

県
高
校
新
人
空
手
道
大
会

　
　
 ５
年
ぶ
り
優
勝
飾
る

　第３４回岩手県スポーツ少年

団剣道大会で、斉心館の黒澤剛

君（山田南小３年）が準優勝に

入賞しました。

　大会は１１月３日、県営武道館

で行われ、黒澤君が出場した４

年生以下個人の部には、県内か

ら１２４人が参加。初戦から順調

に勝ち進んだ黒澤君は、決勝で

藤村選手（盛岡市）と対戦。２

－１で惜しくも敗れたものの、

見事準優勝に輝きました。

　黒澤君は「優勝したかったの

で悔しかったです。次の大会で

は優勝目指して頑張りたい」と

話していました。

　
大
会
は
　
月
３
日
と
４
日
、
山
田

１１

高
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
女
子
団
体

組
手
に
は
６
チ
ー
ム
が
出
場
。
山
田

　
県
高
校
新
人
空
手
道
大
会

で
、
山
田
高
校
が
上
位
に
入

賞
す
る
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

黒 澤　  剛  君
つ よ し

（山田南小３年）

スポ少剣道大会
黒澤君が準優勝

東北大会出場を喜ぶ山田高空手部の皆さん

【６】

山
田
高

女
　
子



共
同
募
金
会
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
届
く

　道の駅やまだに自動体外式除細動器（Ａ

ＥＤ）が設置されました。ＡＥＤの普及と

啓発を目的に岩手県共同募金会が実施した

「ＡＥＤ設置支援事業」によるもので、県内

の８施設に贈られました。道の駅やまだの

阿部達也支配人は「さまざまな方が訪れる

道の駅には、ＡＥＤ設置の必要性があると

感じています。道の駅で使用するだけでな

く、緊急時には地域の人たちにも貸し出し

したい」と話していました。

　
　
月
３
日
と
４
日
、
道

１１
の
駅
や
ま
だ
で「
収
穫
祭
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
道
の

駅
登
録
８
周
年
を
記
念
し

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

２
日
間
で
観
光
客
ら
５
０

０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
町
内
で
収
穫

さ
れ
た
新
米
や
ダ
イ
コ
ン
、

リ
ン
ゴ
、
シ
イ
タ
ケ
な
ど

が
販
売
さ
れ
、
訪
れ
た
人

　来場者で連日
　　　　にぎわい見せる

空き店舗活用事業「街逢室」

　山田町市街地活性化委員会では、商店街に活気を生み

出そうと、１１月１７日から２５日まで中心商店街空き店舗活

用事業「 街 
まち

 逢 
あい

 室 『おおきに』」を開業しました。川向町の
しつ

空き店舗を会場にお祭り写真展や美術家百瀬寿さん（盛

岡市）の作品展など盛りだくさんのイベントが企画され、

期間中は９００人が来場しました。１７日にはダイコンのプ

レゼントや中国茶の試飲会が行われたほか、ひっつみ汁

の無料試食コーナーでは、用意した１００食があっという

間になくなるほどの盛況ぶりで、訪れた人たちは温かい

ひっつみ汁に舌鼓を打っていました。また、１８日以降も

日替わりで諮いかせんべいのつかみ取り諮お菓子の詰め

放題諮包丁研磨チャリティー諮甘酒、玉こんにゃく、お

しるこの試食諮生ビールや木樽入りワインを楽しむ会

――などさまざまな催し物が行われ、連日多くの来場者

でにぎわいを見せていました。

温
か
い
ひ
っ
つ
み
汁
が
無
料
で

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た（
上
写
真
）

／
に
ぎ
わ
う
店
内
の
様
子

道の駅やま道の駅やまだだ

収穫祭で秋の味覚を堪能

た
ち
は
山
田
産
の
農
産
物
な
ど
を

次
々
に
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
荒
川
地
区
特
製
の
「
熊
汁
」
と

「
乾
 椎
  茸
 の
ス
テ
ー
キ
」
の
試
食
コ
ー

し
い
 た
け

ナ
ー
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
来
場

者
は
秋
の
味
覚
を
心
行
く
ま
で
堪
能

し
て
い
ま
し
た
。

試食コーナーには長蛇の列
ができました（上写真）／
会場は地場産品を買い求め
る人でにぎわいました

【７】



投
書
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【８】

時
ば
か
り
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。

で
も
そ
ん
な
時
に
支
え
合
っ
た
り

待
っ
て
や
っ
た
り
、
ほ
ん
の
少
し
気

持
ち
に
ゆ
と
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
そ
れ
が
と
っ
て
も
人
を
楽
に

し
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
野
菜
や
花
を
直
売
す
る
こ
と
で
お

な
じ
み
に
な
っ
た
お
客
さ
ま
と
話
を

し
た
り
、
夕
市
の
会
の
母
さ
ん
た
ち

と
天
候
の
愚
痴
を
言
っ
た
り
し
な
が

ら
、
毎
週
夕
市
の
会
へ
出
掛
け
る
こ

と
で
私
は
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
感
謝
し
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。

　
松
﨑
美
代
子
（
船
越
・
　
歳
）

５８

マ
ナ
ー
守
っ
て
釣
り
を
し
て

　
毎
朝
愛
犬
を
連
れ
て
散
歩
に
出
掛

け
ま
す
。
あ
る
日
、
前
須
賀
の
浜
辺

を
歩
い
て
い
る
と
、
近
づ
い
て
も
逃

げ
な
い
２
羽
の
浜
千
鳥
が
寄
り
添
う

よ
う
に
し
て
い
た
。
一
組
の
カ
ッ
プ

ル
か
と
勝
手
に
想
像
し
て
夫
婦
愛
の

強
い
証
の
よ
う
に
思
え
た
。
そ
ん
な

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
思
い
と
は
裏
腹
に
、

そ
の
一
羽
の
く
ち
ば
し
に
は
釣
り
針

の
付
い
た
テ
グ
ス
が
か
か
っ
て
い
た
。

そ
の
千
鳥
は
餌
も
と
れ
ず
体
は
衰
弱

し
、
寒
さ
に
耐
え
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
気
遣
う
も
う
１
羽
を
見
た
時
、

本
当
に
腹
立
た
し
い
気
が
し
た
。

　
身
勝
手
な
釣
り
人
の
た
め
に
罪
の

な
い
こ
の
野
鳥
た
ち
が
こ
ん
な
目
に

「
夕
市
の
会
」の
仲
間
に
感
謝

　
　
年
間
、
寝
た
き
り
だ
っ
た
母
を

１０
自
宅
で
介
護
し
、
見
送
っ
た
の
は
４

年
前
の
冬
で
し
た
。
介
護
づ
け
の
生

活
か
ら
開
放
さ
れ
て
、
何
も
か
も
が

楽
に
な
る
は
ず
な
の
に
ど
う
し
て
な

の
で
し
ょ
う
…
。
た
だ
た
だ
気
持
ち

も
体
も
疲
れ
る
ば
か
り
な
の
で
す
。

　
そ
ん
な
落
ち
込
む
私
を
救
っ
て
く

れ
た
の
は
「
夕
市
の
会
」
の
仲
間
で

し
た
。「
つ
ら
い
ん
だ
け
ど
…
」
と
弱

音
を
ボ
ソ
ッ
と
言
葉
に
で
き
る
場
所

が
私
に
は
あ
り
、
一
緒
に
な
っ
て
話

を
聞
い
て
く
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い

た
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

し
ば
ら
く
し
て
症
状
も
少
し
ず
つ
回

復
し
て
い
き
ま
し
た
。
誰
も
が
良
い

にしむら こうすけ くん

（織笠保育園・６歳）

　ぼくはオニヤンマなどの虫

が大好きなので、大きくなった

ら昆虫屋さんになるんだ。

遭
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
一

部
の
心
無
い
者
の
仕
業
か
も
知
れ
な

い
が
、
物
が
あ
ふ
れ
て
い
る
と
は
い

え
、
あ
ま
り
に
も
使
い
捨
て
の
世
の

中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
釣
り
人
よ

肝
に
銘
じ
て
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し

ん
で
ほ
し
い
。

　
西
舘
昼
（
船
越
・
？
歳
）

今
年
も
町
民
芸
術
祭
を
堪
能

　
町
民
芸
術
祭
が
　
月
３
日
と
４
日

１１

に
中
央
公
民
館
な
ど
で
催
さ
れ
た
。

作
品
を
鑑
賞
し
て
き
た
が
、
ど
の
作

品
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
充
実
し
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
各
部
門
を

見
て
歩
く
う
ち
、
高
齢
者
大
学
の
作

品
展
示
室
が
今
ま
で
の
よ
う
に
階
段

を
上
ら
ず
に
一
階
の
和
室
に
移
さ
れ

て
い
た
の
に
好
感
を
持
て
た
。
ま
た
、

臣
見
な
お
そ
う
ふ
る
さ
と
の
歴
史
と

文
化
紳
を
テ
ー
マ
に
し
た
埋
蔵
文
化

財
公
開
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

り
、
６
千
年
も
前
の
出
土
品
、
し
か

も
町
内
の
遺
跡
か
ら
出
た
土
器
な
ど

を
心
行
く
ま
で
堪
能
。
自
分
だ
け
で

な
く
多
く
の
人
に
芸
術
祭
へ
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
た
い
気
が
し
た
。

　
齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
　
歳
）

８２

健
康
予
防
の
大
切
さ
を
実
感

　
　
月
７
日
、
南
地
区
健
康
教
室
に

１１
参
加
し
て
み
ま
し
た
。
保
健
師
さ
ん

に
よ
る
食
事
に
つ
い
て
の
講
話
と
ス

さくらふぶき璽（１１）

バナナマン（？
）

五
十
嵐
優
璽（
　
）
１１

吉
田
凪
彩（

）
１

Ａ
・
Ｈ（
　
）
１２

も
ち
君（
　
）
１１

フ
レ
ッ
ツ
待
ち（
？
）

佐
々
木
七
佳（
　
）
１０

冬
っ
子（
　
）
１２

き
ぼ
う
ま
め
み
（
　
）
１０

金
浜
楓
歩（
６
）

☆
L
E
i
N
★（
　
）
１１

イラスト

【９】

ト
レ
ッ
チ
体
操
、
最
後
は
氷
川
き
よ

し
さ
ん
の
「
ズ
ン
ド
コ
節
」
に
合
わ

せ
た
健
康
ダ
ン
ス
な
ど
、
少
人
数
で

も
楽
し
く
有
意
義
な
２
時
間
を
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
日
３

食
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
腹
八
分
、
間

食
は
し
な
い
、
太
陽
を
浴
び
な
が
ら

数
十
分
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
簡

単
な
こ
と
な
の
に
毎
日
続
け
る
こ
と

は
難
し
い
も
の
。
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
健

康
は
自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
、

そ
し
て
医
療
費
改
革
の
一
環
と
な
り

ま
す
。
痛
く
な
る
前
に
予
防
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
佐
藤
豊
子
（
境
田
町
・
　
歳
）

６８

夜
の
し
じ
ま

般
若
心
経
書
き
お
え
て

仰
ぐ
み
空
に
十
三
夜

　
菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
　
歳
）

７２

ゆ
く
秋
に

今
が
盛
り
と
サ
ル
ビ
ア
が

国
道
沿
い
に
咲
き
み
だ
れ
を
り

　
大
川
ヒ
メ
子
（
大
沢
・
　
歳
）

６３

立
冬
の

雨
窓
た
た
き
知
ら
せ
て
る

早
く
も
霜
焼
け
紅
指
な
り
し

　
大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
歳
）

わ
ず
か
に
も

残
る
視
力
に
朝
の
陽
の

窓
の
明
る
さ
眼
に
写
る

ま
な
こ

　
菊
地
孝
進
（
船
越
・
　
歳
）

８６

一
人
旅
ど
こ
へ
行
く
の
か

お
ら
が
町

　
佐
藤
兼
男
（
荒
川
・
？
歳
）

　さて、残りわずかとなった０７年を振り向けば、美し

い国の軸はポキリと折れ、前代未聞のドタキャン総理

の醜態は何をか言わんやで、

　数日後　波は知らないふりをする

　背水の明日を危惧する雪をんな

　一体、日本丸はどこに向かって走っているのでしょ

うかね。「和を尊び、無理をしない」をポリシーにして

いた善幸さんも、きっと草葉の陰で苦虫をかみつぶし

ていることでしょう。近年、鈴木善幸顕彰を見聞する

につけ、現役時代を一緒に旅した熱い思い出をあらた

めて反すうすれば、かれこれ２５年前のこと。『初秋の

爽やかな風にはためくのぼり、盛岡駅前広場の歓迎

ムードは沸点を超えた人、人、人。歓迎の各会場は、

いずこも黒山の人だかり。まなざしは熱く優しく光る。

沿道は老若男女の小旗と笑顔、ゆく先々での歓迎ぶり

は筆舌に表白できぬものあり。ことさら故郷山田の熱

気は言わずもがな』。今、２５年前に回帰して思うこと

は数多。古今東西国盗りいす取りゲームで波高しの世

相に「無理せず和を尊び職を果たす」とおっしゃる日

本丸の船長は孤独な立場、熱い歓迎に感涙したのは鈴

木善幸総理だったやもしれませぬ。

　昭和５７年９月５・６・７の３泊４日「鈴木善幸総理

のお国入り」は９月１１日（土）ゴールデンタイムの午

後１０時から５４分の放映でテレビ岩手の独占番組でし

た。同行取材のレポーター役は、私の人生においても

生涯忘れ得ぬ最初で最後の歴史的熱い物語になりまし

たが、この先もよもやま話の中で語り継いでゆくつも

りです。

　友よ！帰省の折は千語万語を楽しみにしています。

29

ふる里山田同郷の会会員
埼玉県川口市

井上 美 
み

 枝 
え

 子 さん（63歳）
こ

〔境田町出身・旧姓舟田〕

宮古吹奏楽団第宮古吹奏楽団第10 1 0回定期演回定期演奏奏会会
　指揮者体験コーナーや宮古市出身のプロトラ

ンペッター牧原正洋さんとの共演など、楽しい

企画が盛りだくさんです。多数ご来場ください。

◆日時　１２月１５日（土）

　　　　午後６時開演（午後５時半開場）

◆場所　宮古市民文化会館大ホール

◆入場料　４００円（当日４５０円、小学生未満無料）

◆プレイガイド　宮古市民文化会館ほか

◆問い合わせ　宮古吹奏楽団事務局（千代川察

８２－５３５５）へどうぞ。

　まずもって、長期連載をし

ていた『週刊ポスト（小学館）』

登壇の節は、温かいご支援を

ありがとうございました。紙

面をお借りして厚くお礼申し

上げます。

　眼うらにいつも一碧万頃を

　どんな世界遺産より勝ると

も劣らない一碧万頃の山田の

海・山・川、そして何よりも

老若男女の別は問わない数多

の友達。私にとっては掛け替

えのない至宝と思っておりま

す。眼うらや胸底に刻んでい

る熱い思い出を、時折食んで

は、ふるさと回帰をしパワー

を充電している昨今。回帰は

私のカンフル剤で、心のオア

シスやもしれませぬ。

◆投稿規定　試住所、氏名、年齢、電話番号を明記。ペンネーム、匿名での掲載を希望する方はその旨をさら
　に付け加えてください試住所、氏名が記入されていないものは掲載しません試営利・政治的活動を目的とし
　たものや、特定の個人・団体をひぼう・中傷するものは掲載できません試投書を添削することがあります。
◆あて先　〒０２８－１３９２（住所不要）山田町役場総務課情報管理担当へ。

チーカマ（１３）

リトル（１２）

くりくり（１２）

赤リンゴ（１０）
マッカナリンゴ（１０）

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ（
　
）
１２

ぺ
リ
さ
ん（
　
）
１１

も
ち
ぞ
う
（
　
）
１１

金
浜
百
果（
９
）

奥
村
彩
奈（
６
）

吉
田
凪
彩（
　
）
１１

白
土
功
大（
　
）
１１

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
電
王
に
匹
敵
す
る

ほ
ど
の
パ
ワ
ー
の
あ
る
執
事（
　
）
１３



山田南小と豊間根小で林業体験

シイタケほだ木作りに挑戦
　１１月８日と１２日、山田南小学校と豊間根小学校では、

シイタケの振興と林業に触れる機会をつくることを目的

にほだ木づくり体験が行われました。このうち山田南小

では、同校裏にある「ふれあいの森」に４年生５３人が参

加。宮古地方振興局林務部職員の指導を受け、コナラの

原木にドリルで約２０個の穴を空けて、シイタケの菌が

入った種駒を木槌で一つずつ打ち付ける作業を行ってい

ました。子供たちの手で作られたほだ木５０本は日陰に設

置され、２年後の収穫を目指しています。

豊間根中でファッションショー

生徒のドレス姿に盛大な拍手

　１１月２２日、豊間根公民館主催の講演会とファッション

ショーが行われました。豊間根中学校の道徳公開授業と

合わせて開催されたもので、会場となった同校体育館に

は生徒や保護者、地域の方など１５０人が来場。ファッ

ションデザイナーの村田愛子さん（盛岡市）が「夢をあ

きらめないで」と題して講演しました。続いて行われた

ファッションショーでは、同校生徒や教諭、地域の方９

人がモデルとなり、村田さんデザインの衣装を着て登場。

ショーの終盤に、ウェディングドレスに身を包んだ生徒

が男性教諭にエスコートされて現れると、会場からはひ

ときわ盛んな拍手と歓声が送られていました。

東北電力などから球根１,０００個寄贈

長崎地区の花壇に植え付け
　東北電力宮古営業所（外舘忠一所長）などでは、町に

チューリップの球根１,０００個を寄贈しました。贈呈式は

１０月２９日に役場特別応接室で行われ、外舘所長と関連企

業の代表４人が出席。外舘所長が「安定した電力を供給

することはもちろん、地域とより良い関係を築いていき

たい」とあいさつし、沼崎喜一町長に目録と球根を手渡

しました。翌３０日には長崎地区の町道沿いの花壇で植え

付け作業が行われ、山田南小４年の児童と飯岡地区住民

自治会、東北電力の社員ら８２人が参加。球根が参加者の

手により、一つ一つ丁寧に植えられていました。

長崎地区の花壇に球根が
植え付けられました（写
真上）／１０月２９日に行わ
れた贈呈式の様子

【１０】

環境保全協定の三者調印式

互いの発展誓い固い握手
　１１月１４日、町と浜川目地区コミュニティー推進協議会、

大沢漁業協同組合の三者による環境保全協定調印式が役

場特別会議室で行われました。大沢漁協が建設する漁業

系廃棄物 堆  肥 化処理施設に関し、良好な環境を保全する
たい ひ

ため締結されたもので、式には沼崎喜一町長、鈴木德夫

会長、福士剛代表理事組合長ら１２人が出席。鈴木会長は

「協定の順守と工事の安全を願う」、福士組合長は「協定

を順守していきたい」とあいさつ。協定書にそれぞれ調

印し交換、お互いの発展を願い堅い握手を交わしました。

「ふるさとＣＭ大賞」審査会

３０秒で山田の魅力をＰＲ
　１１月２５日、岩手朝日テレビ主催の「ふるさとＣＭ大賞」

の審査会が盛岡市で開催されました。同ＣＭ大賞は、県内

市町村が地元をＰＲする３０秒のテレビＣＭで古里自慢を競

い合うもので、６回目となる今年は３０市町村が参加。本町

からは役場総務課が制作した「山田でも…」を出展しました。

作品は、山田にいるといわれている「ホタテ 海童 」を調査
かっぱ

しながら、町内各所を巡るというものです。結果、惜しく

も入賞はできませんでしたが、参加賞として年間２０回本町

のＣＭが放送されることになりました。同審査会の模様は、

１２月２４日午後２時から同局で放送されます。

  八幡町の古井戸を再利用

災害発生時の活用を図る

山田中地区
自主防災会

　山田中地区自主防災会（東海林博本部長）では、八幡

町にある井戸を整備しました。災害時に洗濯や掃除など

に使用できるよう、同地区で長年使用されていなかった

井戸に手押しポンプを新たに設置。保健所の検査を受け

飲用に適するものであれば、同会では非常時の飲み水と

しての利用も考えているそうです。昭和３５年のチリ地震

津波を経験した東海林本部長は「災害が発生したときに

一番困るのは水です。何をするにも水が必要になるので、

生活用水として備えをしておきたい」と話していました。

　今月の題字

大 釋 瑞  優 ちゃん
み ゆ

　　　（山田北小２年）

【１１】



被
保
険
者
一
人
一
人
が
負
担

シリーズ：変わる医療制度③

の
ま
ま
凍
結
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
対
象
と
な
っ
て
い
る
方
に
は
、

新
し
い
受
給
者
証
を
来
年
３
月
中
に

お
送
り
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
住
民
生
活
課

医
療
給
付
担
当
（
察
　－

３
１
１

８２

１
内
線
１
２
４
）
へ
ど
う
ぞ
。

窓
口
負
担
割
合
は
凍
結
に

　
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
前
期
高
齢

７０

７４

者
の
方
で
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担

が
１
割
の
方
は
、
来
年
４
月
か
ら
２

割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
し
た

が
、
平
成
　
年
３
月
ま
で
１
割
負
担

２１

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
決
定

各
県
の
広
域
連
合
が
独
自
に
決
定
す

る
も
の
で
、
岩
手
県
広
域
連
合
で
は
、

均
等
割
額
を
３
万
５
８
０
０
円
、
所

得
割
率
を
６
・
　
％
と
定
め
ま
し
た
。

６２

　
な
お
、
世
帯
の
所
得
が
一
定
以
下

の
場
合
は
均
等
割
額
が
７
割
か
ら
２

割
の
範
囲
で
軽
減
さ
れ
ま
す（
下
表
）。

　
た
だ
し
、
被
保
険
者
や
世
帯
員
が

申
告
を
し
て
い
な
い
な
ど
世
帯
の
所

得
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
保
険
料

の
軽
減
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

被
扶
養
者
も
全
員
が
負
担

　
従
来
の
老
人
保
健
制
度
で
は
、
被

用
者
保
険
（
健
康
保
険
組
合
、
船
員

保
険
、
社
会
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
）

の
被
扶
養
者
は
保
険
料
の
負
担
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
で
は
被
扶
養
者
の
皆
さ
ん

も
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養

者
で
こ
れ
ま
で
保
険
料
を
負
担
し
て

い
な
か
っ
た
方
は
、
被
保
険
者
に

な
っ
て
か
ら
２
年
間
は
均
等
割
額
の

半
分
が
保
険
料
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
経
過
措
置
と
し
て
、
来
年
４
月
か

ら
９
月
ま
で
は
全
額
が
減
額
と
な
り
、

　
月
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で
は
９
割

１０が
減
額
さ
れ
ま
す
。

納
付
す
る
方
法
は
２
種
類

　
保
険
料
を
納
め
る
方
法
に
は
「
普

通
徴
収
」
と
「
特
別
徴
収
」
が
あ
り

ま
す
。
特
別
徴
収
は
、
年
額
　
万
円

１８

以
上
の
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方

が
対
象
で
、
来
年
４
月
分
の
年
金
か

ら
保
険
料
の
天
引
き
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
普
通
徴
収
は
保
険
料
と

介
護
保
険
料
を
合
わ
せ
た
額
が
年
金

の
半
分
を
超
え
る
方
が
対
象
と
な
り
、

町
が
発
行
す
る
納
付
書
で
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
普
通
徴
収
は
、
来
年

７
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
　
月
　
日
に
県
後
期
高

１１

１９

齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

が
開
催
さ
れ
、
来
年
４
月

か
ら
始
ま
る
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
保
険
料
が
決

ま
り
ま
し
た
。

保
険
料
は
均
等
割

所
得
割
の
合
計
額

　
保
険
料
は
、
被
保
険
者

全
員
が
人
数
割
り
で
負
担

す
る
「
均
等
割
額
」
と
被

保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て

負
担
す
る「
所
得
割
額（
所

得
×
所
得
割
率
）」の
合
計

額
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
均

等
割
額
と
所
得
割
率
は
、

軽減割合世帯の総所得金額

７割基礎控除額（３３万円）を超えない世帯

５割２４.５万円×世帯の人数（本人除く）＋３３万円を超えない世帯

２割３５万円×世帯の人数（本人除く）＋３３万円を超えない世帯

軽減割合所　得収　入世 帯 構 成

７割
４８０,０００１,６８０,０００世帯主（７５歳）

００１,２００,０００妻（７５歳）

４８０,０００２,８８０,０００合　計

諮世帯主の保険料

　所得割額　（所得４８０,０００円－基礎控除３３０,０００円）×６.６２％＝９,９３０円

　均等割額　３５,８００円－（３５,８００円×７０％）＝１０,７４０円

　保険料年額　９,９３０円＋１０,７４０円≒２０,６００円（１００円未満切り捨て）

諮妻の保険料

　所得割額　（所得０円－基礎控除３３０,０００円）×６.６２％＝０円

　均等割額　３５,８００円－（３５,８００円×７０％）＝１０,７４０円

　保険料年額　０円＋１０,７４０円≒１０,７００円（１００円未満切り捨て）

◆保険料計算例（夫婦２人、年金収入のみの世帯の場合）

◆保険料（均等割額）軽減の対象と割合

【１２】

１１月１３日に行われた介護予防山田教１１月１３日に行われた介護予防山田教室室
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全
国
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
が
募
集
し

た
中
学
生
の
「
税
に

つ
い
て
の
作
文
」
で
、

豊
間
根
中
３
年
の
木

村
翠
さ
ん
が
仙
台
国

税
局
長
賞
に
輝
き
ま

し
た
。
同
作
文
は
税

の
仕
組
み
や
役
割
を

正
し
く
理
解
し
て
も

ら
お
う
と
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
全

国
６
７
６
５
校
か
ら

　
万
６
７
５
３
編
の

４７応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
木
村
さ
ん
の
作
文

の
テ
ー
マ
は
「
一
人

の
納
税
者
と
し
て
」。

身
近
に
あ
る
公
共
物

豊間根中の木村翠 さ
 
んが

仙台国税局長賞に輝く

中学生の「税についての作文」

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
か
ら
税
金
の

果
た
す
役
割
を
実
感
し
、
暮
ら
し
に

密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
訴
え

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
木
村
さ
ん
は
「
受
賞
で
き
て
う
れ

し
い
で
す
。
作
文
を
通
じ
て
、
税
金

が
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
た
ら
、

き
ち
ん
と
税
金
を
納
め
て
社
会
に
貢

献
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宮
古
税
務
署
長
賞
に
は
木

村
瑠
奈
さ
ん
（
豊
間
根
中
３
年
）、
岩

手
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
に

は
芳
賀
貴
弘
君
（
同
）
が
選
ば
れ
て

い
ま
す
。 受賞を喜ぶ木村 翠 さん（写真中）、木

みどり

村 瑠  奈 さん（写真右）、芳賀
る な

 貴  弘 君
たか ひろ

　町税の滞納額が増えています。５月末現在で、

町民税や固定資産税などの普通税が２億１千万

円、国保税は３億６千万円を超えています。

　町では、滞納額を減らすことを重点的に進め

るため、滞納処分を強化することにしました。

これまでは滞納している人に催告書を送り、戸

別訪問などで納めてもらうようお願いしてきま

したが、なかなか完納に結び付いていませんで

した。そこで、４月から滞納者の預金や給料、

不動産（土地や建物など）、動産（自動車やテ

レビなど）の差し押さえを積極的に実施し、す

でに６４件が差し押さえとなっています。

　さらに、悪質な滞納者に対しては昨年１０月に

設置された「県地方税特別滞納整理機構」に依

頼。財産の調査や捜索、差し押さえ、公売など

を行うことにしています。

　決められた期限までに納めることができない

事情がある場合は、分割で納めるなどのご相談

に応じますので、税務会計課収納対策室へご連

絡ください。

◆相談先・問い合わせ　役場税務会計課収納対

策室（察８２－３１１１内線１１５）へどうぞ。

す
で
に
　
件
を
差
し
押
さ
え

６４

町
税
滞
納
者
へ
の
処
分
を
強
化

　
宮
古
税
務
署
で
は
、
個
人
を
対

象
と
し
た
所
得
税
の
決
算
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

▽
白
色
申
告

・
期
日
　
　
月
５
日
（
水
）

１２

・
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時
半

１０

１１

・
場
所
　
宮
古
合
同
庁
舎
４
階
会

議
室
（
宮
古
市
小
山
田
）

▽
青
色
申
告

・
期
日
　
　
月
７
日
（
金
）

１２

・
時
間
　
午
後
１
時
半
～
３
時

・
場
所
　
町
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ
　
宮
古
税
務
署
個

人
課
税
部
門
（
察
　－

１
９
２

６２

１
）
へ
ど
う
ぞ
。

所
得
税
決
算
説
明
会
を
開
催

巾

琴

斤

禽

錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦
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欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣

欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽

町
長
室
か
ら

【１３】

　
本
年
度
第
一
回
の
 鮭
 ま
つ
り

さ
け

が
雲
一
つ
な
い
快
晴
の
も
と
　１１

月
　
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２５
数
日
来
の
寒
さ
が
う
そ
の
よ
う

に
気
温
も
上
が
り
、
町
内
外
か

ら
の
大
勢
の
お
客
さ
ま
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
鮭
の
つ
か
み
捕

り
第
一
回
の
開
会
に
当
た
り
私

か
ら
次
の
よ
う
な
歓
迎
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。
「
食
の
安

全
安
心
が
今
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
ご
覧
の
と
お
り
、
こ
の

き
れ
い
な
水
の
織
笠
川
に
帰
っ

て
く
る
鮭
こ
そ
、
皆
さ
ま
が
安

心
し
て
食
べ
て
い
た
だ
け
る
も

の
で
す
。
鮭
に
限
ら
ず
山
田
町

で
と
れ
る
海
産
物
は
す
べ
て
安

全
安
心
で
す
。
帰
り
に
は
た
く

さ
ん
の
お
土
産
を
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。
最
近
日
本
人
の
魚

離
れ
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
健
康
に
大
切
な

栄
養
分
が
魚
に
は
た
く
さ
ん
含

ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
も
っ

と
魚
を
食
べ
て
健
康
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
子
供
さ
ん
も
大
勢

参
加
し
て
い
ま
す
が
、
今
日
の

体
験
を
通
じ
て
魚
に
関
心
を
持

ち
、
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」。

　
　
山
田
町
長
　
沼
崎
　
喜
一



税
制
面
で
も
優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
岩
手
県
国
民
年
金
基
金
に
加
入

で
き
る
方
は
、
県
内
に
住
所
が
あ

る
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
自
営
業

２０

６０

国
民
年
金
基
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

な
っ
た
と
き
は
、
加
入
口
数
を

減
ら
し
た
り
一
時
的
に
支
払
い

を
休
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
ま
た
、
掛
け
金
は
全
額

「
社
会
保
険
料
控
除
」の
対
象
と

な
る
ほ
か
、
受
け
取
る
年
金
に

も
「
公
的
年
金
控
除
」
が
あ
り
、

　
国
民
年
金
基
金
制
度
は
、

自
営
業
者
な
ど
の
方
々
の

豊
か
な
老
後
を
実
現
す
る

た
め
、
基
礎
年
金
の
上
積

年
金
と
し
て
給
付
を
行
う

公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　
毎
月
の
掛
け
金
は
、
加

入
す
る
タ
イ
プ
、
性
別
、

加
入
口
数
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
加
入
途
中
で
掛

け
金
が
納
め
ら
れ
な
く

【１４】

町の期限付臨時
職員を一般公募

　町では、期限付臨時職員を募

集します。選考方法は書類審査

（履歴書）と面接です。

試職種　一般事務補助

試募集人数　２人

試勤務場所　税務会計課

試応募資格　町内に住所があり、

　パソコン操作のできる人

試賃金　日額５,４００円

試任用期間　来年１月１日～３

　月３１日

※必要がある場合は最大８カ月

　まで期間が更新されます。

試申し込み方法　役場住民生活

課または各支所に備え付けの

履歴書に必要事項を記入し、

総務課へ提出してください。

試申込期限　１２月１３日

試問い合わせ　役場税務会計課

町民税担当（内線１１１）へどうぞ。

岩手県学生会館の
入寮生募集します

第４回山田町議会定例会
試日時　12月５日（水）開会

　　　　午前１０時～

　どなたでも傍聴できます。

詳しい日程などについては、

町議会事務局（察８２－３１１４）

へお尋ねください。

　除岩手県学生援護会では、東

京都豊島区にある「岩手県学生

会館」の入寮生を募集します。

試入寮資格　岩手県出身者で寮

から通学可能な地域に所在す

る昼間の大学、短大、専修学校

の専門課程に入学する学生

試入寮期間　入寮後２年間

試申込期間　前期…来年１月３０

日～２月１３日　後期…来年２

月２７日～３月１２日

試申込書の配布先　町教育委員

　会事務局総務担当（内線３３１）

試申込先・問い合わせ　除岩手

県学生援護会事務局（〒１００－

００１４　東京都千代田区永田町

一丁目４番１号察０３－３５８１－

０３４１）へどうぞ。

12月の行政相談日
試日時　12月20日（木）

　　　　午前１０時～正午

試場所　町中央コミセン

※行政について納得できない

ことなどご相談ください。

製造業を対象に
統計調査を実施

　製造業を営む事業所を対象に、

平成１９年１２月３１日現在で工業統

計調査を行います。本年１２月中

旬から来年１月にかけて調査員

がお伺いしますので、ご協力を

お願いします。調査票に記入し

ていただいた内容については、

統計法に基づき秘密が厳守され

ますので、正確に記入願います。

なお、本年の調査より調査項目

の一部を改正しましたので、記

入に当たってはご注意ください。

試問い合わせ　役場総務課情報

管理担当（内線４１６）ヘどうぞ。

町営住宅の入居
者を募集します

　町では、町営住宅の入居者を

募集します。

試団地名　希望ケ丘（織笠）

試戸数　Ａタイプ…１戸

　　　　Ｂタイプ…３戸

試間取り　Ａタイプ…３畳、６

畳×２、台所、トイレ、浴室

Ｂタイプ…６畳×２、台所、

トイレ、浴室

試家賃　５,７００円～１５,９００円

試入居資格　次の条件をすべて

満たす人です。①現に住宅に

困っており、原則として同居

する家族がいる（単身者は除

く）②町税を滞納していない

③条例で定める所得である。

※家賃３カ月分の敷金と連帯保

証人２人が必要です。

試申込期間　１２月３日～７日

※期間内に申し込みがない場合

　は、随時受け付けます。

試申込先・問い合わせ　役場地

域整備課建築住宅担当（内線

２５１）へどうぞ。
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まちで出会ったかわいい笑顔

【１５】

●１ 平成１８年度の一般会計バラン

スシートによると、町民一人

当たりの資産はいくら？

　佳１６０万円

　加１７０万円

　可１８０万円

●２ 今号の「みんなのスペース」

に掲載されているイラストの

数は何枚？

　佳２３枚　加２４枚　可２５枚

●３ 災害時に活用するため、この

たび古井戸を整備したのは、

どこの地区の自主防災会？

　佳船越　加織笠　可山田中

●４ 今号の「１歳になりました」

に登場している赤ちゃん８人

のうち、女の子は何人？

　佳３人　加４人　可５人

【応募方法】　はがきに陰クイズ

の答え隠住所韻氏名吋年齢を明

記の上、応募ください。全問正

解者の中から抽選で１０人に５００

円の図書カードをプレゼント。

応募は一人１通です。

【応募先】　〒０２８－１３９２（住所

記載不要）山田町役場広報クイ

ズ係

【締め切り】　１２月１７日（当日消

印有効）

☆前回の正解は①－Ｂ、②－Ｃ、

③－Ａ、④－Ｂでした。応募者

は４０人で３８人が正解。抽選の結

果次の１０人が当せんしました。

山田＝佐々木耀（１２）、佐藤澤美

咲（？）　八幡町＝瀬川さくら（？）

長崎＝木戸脇瑠南（９）　船越＝

佐々木楓夏（４）　田の浜＝白土

功大（１１）　織笠＝田村彩子（１１）、

尾形美月（１１）、糠森和（１２）　荒

川＝斉藤智博（１３）　　<敬称略>

１～３歳児対象の
幼児食教室を開催

12月の町長面談日
試日時　12月１７日（月）

　　　　午前１０時～正午

試場所　役場４階特別応接室

※面談希望の人は役場総務課

内線４１３へご連絡ください。

　山田町社会福祉協議会では、

平成２０年４月１日採用予定の非

常勤職員を募集します。

試募集職種　相談員兼事務員

試勤務形態　非常勤職員（１年

任期、更新可能）

試採用予定人数　１人

試応募資格　次の①②の条件は

必須とし、③を満たす人が望

ましい。①専門学校、短大、

大学などを卒業した人（卒業

見込みを含む）②普通自動車

運転免許の取得者（取得予定

者を含む）③社会福祉士また

は社会福祉主事任用資格取得

者（取得予定者を含む）

試申し込み方法　山田町社会福

祉協議会事務局に備え付けの

申込用紙に必要事項を記入し、

提出してください。

試提出期間　来年１月９日～１９日

試試験日　来年２月１日

試試験会場　町保健センター

試申込先・問い合わせ　山田町

社会福祉協議会事務局（〒０２８

－１３４１　山田町八幡町３番２０

号　察８２－３８４１）へどうぞ。

社会福祉協議会で
非常勤職員を募集

町読書感想文コン
クールにご応募を

　「第４０回町読書感想文コン

クール」が開催されます。皆さ

んのご応募をお待ちしています。

試対象　小学生以上

試応募基準　小学１、２年生…

４００字詰め原稿用紙２枚以内

小学３年生以上…原稿用紙３

枚以内　中学生…原稿用紙４

枚以内　高校生以上・一般…

原稿用紙５枚以内

試応募方法　来年１月２５日まで

に町立図書館に郵送または直

接提出してください。

※小・中学生、高校生は学校を

通じて提出してください。

試応募先・問い合わせ　町立図

書館（町中央コミュニティセ

ンター内　山田町八幡町３－

２０　察８２－３４２０）へどうぞ。

銃剣道の大会と
訓練を一般公開

　町では、幼児食教室（ぱくぱ

くバンビ教室）を開催します。

当日は、ボランティアの皆さん

による託児コーナーを設けます

ので、お気軽にお越しください。

試日時　１２月２５日（火）

　　　　午前９時半～正午

試場所　町中央コミュニティセ

ンター和室・調理室

試対象　１歳から３歳までのお

子さんをお持ちの保護者

試内容　幼児食の調理実習と講

話、個別相談

試持参する物　筆記用具、エプ

ロン、三角きん、おんぶひも、

お子さんの外出に必要な物

試申込期限　１２月２０日

試問い合わせ　役場保健福祉課

健康づくり担当（内線１６１）へ。

　防衛省では、防衛および自衛

隊に関する意見・要望を皆さん

からお聞きし、今後の諸施策に

反映させることを目的として、

防衛モニターを募集します。

試応募資格　３０歳から３９歳まで

の職業を持たない主婦の方

試採用人数　１人

試活動内容　自衛隊の部隊見学

や各種行事への参加、アン

ケートによる意見の聴取など

試委嘱期間　平成２０年４月から

２２年３月までの２年間

試申込期限　１月１５日

試問い合わせ　航空自衛隊山田

分屯基地（察８２－２６３６）へ。

主婦を対象にした
防衛モニター募集

　航空自衛隊山田分屯基地では、

本県で開催される銃剣道大会と

銃剣道訓練を一般公開します。

――　銃剣道大会　――

　北海道および東北地区の強豪

１０チームから勝ち残った４チー

ムによる準決勝と決勝戦が行わ

れます。

試期日　１２月１１日（火）

　　　　午後３時～５時

試場所　山田分屯基地

※当日は送迎バス（陸中山田駅

～山田分屯基地）を運行しま

すのでご利用ください。

・陸中山田駅発：午後２時

・分屯基地発：午後５時１５分

――　銃剣道訓練　――

　選抜された選手たちの練習の

模様をご覧いただけます。

試期日　１２月８日（土）、 ９日（日）

試時間と場所

・午前９時～午後４時…県立陸

　中海岸青少年の家体育館

・午後１時半～午後３時半…山

　田勤労者体育センター

◆問い合わせ　航空自衛隊山田

　分屯基地（察８２－２６３６）へ。

クリスマス絵本展
町立図書館で開催

試期間　１２月１３日～２２日

試時間　午前９時～午後５時

試場所　町立図書館（町中央コ

ミュニティセンター内）

試内容　クリスマスに関する絵

本や物語約１００点の展示

※展示本の貸し出しもします。

試問い合わせ　町立図書館（察

８２－３４２０）へどうぞ。

福祉バザーを開催
皆さんのご来場を

　町内の福祉団体などでは、福

祉バザーを開催します。

試日時　１２月９日（日）

　　　　午前１０時半～正午

試場所　町中央コミュニティセ

ンター２階集会室

試申込先・問い合わせ　役場保

健福祉課地域福祉担当（内線

１３３）へどうぞ。



稲川 孝  太  朗 
こう た ろう

（織笠・勝仁・男）

阿 部 姫  華 
ひめ か

（大浦・幸治・女）

花 﨑 伸  平 
しん ぺい

（織笠・秀平・男）

山 﨑 瑠  唯 
る い

（大浦・友勝・女）

白  心  愛 
ここ あ

（船越・剛・女）

佐 藤 愛  来 
あい ら

（荒川・英明・女）

おめでた・おくやみ

１０月届け出分（敬称略）

〔出生〕（　）は保護者と性別

試山田　堀合 玲  奈 （徹・女）、櫻井 結  衣 （和
れ な ゆ い

彦・女）、大川 彩 （賢・女）
あや

試船越　佐藤 音  羽 （純一・女）
おと は

試織笠　佐々木 仁  愛 （政良・女）、堀合 楽  翔 
にい な がく と

（武彦・男）、芳賀 秀  虎 （歩・男）
ひで とら

試大沢　佐々木 清  名 （克喜・男）、藤田 脩  維 
せ な ゆ い

（新二・男）、柏谷 翼 （忠己・男）
つばさ

〔結婚した二人〕（　）は住所

見山佑介（大沢）・佐々木尚（宮古市）

佐々木憲一（大沢）・越田祐子（宮古市）

湊智幸（北浜町）・千代川幸恵（大沢）

山﨑勉（宮古市）・熊谷祐美（船越）

伊藤彰英（宮古市）・昆のり子（織笠）

鳥居優（境田町）・山崎吉子（境田町）

佐々木義明（豊間根）・佐々木一美（船越）

〔死亡〕（　）は年齢

試山田　 藤サメ（７９）、船越敬三（８３）、大

手ソヨ（７３）、佐々福右エ門（７９）、 々木ミ

ヤ（８７）、阿部カホル（８４）、織笠ユリ（８３）、

阿部アサ子（６９）

試船越　 々木 子（５２）、田代トメ（９６）

試田の浜　篠澤冨子（７０）

試大浦　山根ハツ（８２）、赤瀬マヨ（８９）、岡

市健壽（８９）

試織笠　昆健次郎（７８）、荒川徹（７０）

試大沢　阿部瑞穂（６３）

試豊間根　鈴木レツ（９９）、 賀 平（９０）、

尾形 美（８５）、 藤馬之粘（８９）

試荒川　芳賀ハナ（８８）、齋 ハナ（８７）

※敬称略、（　）内は地区名・保護者・

　性別です。

町民のうごき
（10月 1 日～３１日）

試出生……11人　　試転入……44人

試死亡……30人　　試転出……43人

試人口…２０,127人（今月減18人）

　男…９,668人　女…１０,459人

試世帯数………………７,２３5世帯
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●和 ●幸 

山田の食材を使っ山田の食材を使ったた
アイデア料理を募アイデア料理を募集集
　山田の魅力発信実行委員会では、新

たな名物料理を開発するため、山田の

食材を使ったアイデア料理作品を募集

しています。

◆応募資格　プロ、アマは問いません。親子、グループ、料理

　教室などでの参加もできます。ただし、試食審査会（２月３

　日）に料理作品を持参できる人に限ります。

◆作品テーマ　山田の食材を使っていれば、ごはん、めん（汁

　物）、おかずなどジャンルは問いません。

◆応募方法　①参加者氏名②参加者住所③連絡先④料理名⑤レ

　シピを明記し、料理作品の写真を添付の上、事務局へ郵送ま

　たは持参してください。

◆賞　グランプリ…１０万円（１人）　奨励賞…２万円（４人）

　　　ちびっ子優秀賞…２万円分の商品券（１人）

※入賞作品のレシピなどの権利は同実行委員会に帰属します。

◆応募締め切り　１２月３１日

◆応募先・問い合わせ　山田の魅力発信実行委員会事務局（山

田町商工会内察８２－２５１５）へどうぞ。

イイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンフフフフフフフフフフフフフフルルルルルルルルルルルルルルエエエエエエエエエエエエエエンンンンンンンンンンンンンンザザザザザザザザザザザザザザ予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防ののののののののののののののポポポポポポポポポポポポポポイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンインフルエンザ予防のポイントトトトトトトトトトトトトトト
　インフルエンザの流行シーズンに入りました。

次の３つのポイントを心掛け予防に努めましょう。

① 重要申咳エチケット疹を守りましょう！

柴 田 光  樹 
こう き

（大浦・光昭・男）

斎 藤 彪  斗 
ひゅう と

（荒川・博樹・男）

試咳やくしゃみがでるときはティッシュで口と鼻を覆いま

しょう試人ごみではできるだけマスクを着用しましょう。

②医療機関を受診するときは必ず申マスク疹を着用しましょう！

③手洗い・うがいを励行しましょう！

◆問い合わせ　宮古保健所（察64－2218）へどうぞ。
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